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セッションl：環境ビジネスの動向  

「わが国の循環ビジネスの動向」  

IGES関西研究センター  

産業と持続可鰭社会プロジェクトサブプロジェクトリーダー  

都鳥  孝   

本日は、わが国の環境ビジネスにおける循環ビジ  

ネスの位置づけとその動向について報告させて］頁く。  

とまる予定となっている。  

2 経済と環境の両立  

1循環ビジネスの新たな動向   

現在、環境省及び経済産業省で環境ビジネスにお  

ける市場規模調査を行っている。今年の3月に改め  

て、環境ビジネスの市場規模調査を行うための基本  

的な考え方についての委員会が開かれた。今までどお  

りOECD分類に従ってインタビュー調査を中心と  

して予測を行っていくが、そこでの論点の1つ目に、  

新たな方向として、循環ビジネスのグローバル化が  

進んでいることが挙げられる。わが国のリサイクル  

は中国との関係の中で、グローバル化している。ま  

た中国自身の経済発展が著しく、徐々に環境制約が  

出てきている。そこで、わが国の環境ビジネスが中  

国で役立ち、さらなる環境ビジネスの規模の発展が  

予想される。   

2つ目に、循環ビジネスが、今までは、例えば、  

「循環」というぁが環境基本計画において定常的な流  

れとされているように、静態的なものと捉えられて  

いたが、今や循環ビジネスそのものがダイナミック  

になってきている。それは、サーピサイジングやPSS  

（製品サービスシステム）という、モノをサービスに  

置き換える「脱物質化」の方向性がでてきているこ  

とからいえる。そのような形での環境ビジネスの始  

まりをどのように捉えればよいのかということを踏  

まえた上で、環境ビジネスを考えていかなければな  

らない。その方向性をみながら、事務局が作業を行  

い、環境ビジネスの市場規模の調査が今年度中にま  
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ここでは、循環ビジネスや環境ビジネスが成立し  

てきた背景をみていく。これまでは、「経済と環境  

は両立しない」、「経済的に利益をあげることと環境  

に取り組むことはトレードオフ」とぎれてきたが、  

19御年の中頃から、「環境と経済の両立」を目指すよ  

うな方向での考え方がでてきた。   

ヨーロッパにおいてほ、「環境近代化（ecological  

modemization）」の議論の中で出てきている。さら  

にヨーロッパの中では、「環境と経済の両立」だけで  

なく、「環境と経済と社会の統合」という流れが出て  

きている。   

環境近代論の概要は次のとおりである。すなわち、  

環境規制強化による環境コストの内部化に対応する  

ため、企業は追加的な環境投資をしなければならな  

い。それが、エンドオブパイプ型の技術対応のもの  

であれば、その環境投資は非生産的な投資になる。  

そうすると環境コストが上がり、内部努力で吸収で   
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きない場合は、価格に転嫁され、国内的には、売上  

高が下がって、経済成長が下がり、国際的には、国  

際競争力の低下をもたらす。そこからどうするかで  

あるが、1つの方法は、一国内の規制強化であれば、  

規制の緩いもしくは規制のない国（いわゆるpollu－  

tionheaven）への生産拠点の移転であり、これは、  

公害輸出といわれるものである。企業は生き残るが、  

公害そのものほ国内から海外に輸出される形で、環  

境コストは外部化され、問題そのものは先延ばしに  

なる。したがって、国内的には産業の空洞化が起こ  

り、失業が増大する。   

もう1つの対応の仕方は、現在は衰退産業になっ  

ているが、煙突産業のロビー活動である。規制をか  

けられるのは、1㈱年代～70年代に盛んであった煙  

突産業である。煙突産業というのは、その当時の産  

業構造の中で大きなカを持っていたので、彼らほ利  

益集団化し、ロビー活動を行V】、補助金をもらう。  

また、非関税障壁を求め、外国企業から自分たち企  

業を守る。これほ、環境コストをロビー活動によっ  

て骨抜きにしていることになる。このことで、産業  

構造の転換が大きく遅れることになる。環境の公害  

輸出やロビー活動で、企業は生き残れても、環境と  

経済のマクロ的な両立は難しくなる。   

これに対して、非生産的なエンドオブパイプの技  

術ではなく、未然防止型の「クリーン型環境技術」  

や、活用きれてV）ない資源をより豊かに活用ざせる 

「ウエイスト・エンリッチメント技術型環境技術」  

によって、対応していこうという「エコイノベー  

ション」の流れがある。   

エコイノベーションを起こすことで、今までほ事  

後的な対応であるエンドオブパイプ型でコストが掛  

かっていたものが、投資にコストを掛けても、コス  

トがどこかでオフセットされ、全体のコスト削減が可  

能になってくる。そうして、環境対応することで、  

経済的に利益があがり、産業を活性化ざせようとす  

る「再産業化（リ・インダストリアリゼーション）」  

や「産業のグリーン化」が起こる。   

もう1つは、資源を節約して、サービスに代替し  

て、「脱物質化（ディ・マテリアリゼーション）」を図  

りながら、サービスサイジングやPSS（製品サービス  

システム）で対応して、「脱産業化」、「サービス経  

済化」を進めていこうとする流れである。  

1．環境のクズネッツ曲線rr  
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この図は、環境クズネッツ曲線を示している。ク  

ズネッツ曲線とは、サイモン・クズネッツが「経済  

発展の初期段階では所得格差が拡大するが、ある所  

得水準に達すると次第に所得格差がなくなってい  

く」と論じたもので、特に環境のことを示すもので  

はない。ただ、ここでは環境問題で表して、経済成  

長と共に環境破壊が深刻になるが、ある点（GDP  

3，（氾）ドル～5，（Ⅹ氾ドル）から、経済成長にも関わら  

ず環掛ま改善（経済と環境の両立あるいは、経済と  

環境のディカップリング）されることを示している。  

「環境のクズネッツ曲線」がなぜかおこるかについ  

てはいろいろな説があるが、1つに、ある程度、経  

済発展すれぼ国民の環境意識が高まり、そこに民主  

的政治意思決定のプロセスがあれば、それに対する  

政策対応がとられ、基本的な規制がなされる。そし  

て、企業がエコイノベーションを起こすような環境  

技術的対応をとり、環境と経済の両立が可能になっ  

てくるという考え方がある。このことは、日本の環  

境政策の中でもみられている。そういうことを踏まえ  

た上でハーバード大学のマイケル・ポーター教授は、  

「規制の強化が国際競争力を促進する」と唱え、あと   
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でボーターは「適切な規制が」と言い換えているが、  

「適切な規制によってエコイノベーションがおこり、  

企業利潤が生まれる」と提唱している。同じような  

ことをベルリン大学のマルティン・イエニッケ教授  

もそれを2つの側面で捉えて、「産業部門間の構造  

変化」で環境負荷の少ない構造変化への転換と、い  

わゆる原単位における資源やエネルギーの利用を減  

らすといった「産業部門内の構造変化」という2つ  

の産業政策で、環境近代化を進め、環境調和型の産  

業構造へ転換することを唱えている。   

大体GDP3，（X旧ドル～5，〔類〕ドルの中では、大気汚  

染や水質汚濁といったppmで計測される環境汚染  

に対して環境クズネッツ曲線の現象が起こってくる。  

ところが、CO2や廃棄物になるとGDPがもっと豊か  

なところ（地点）になってくる。CO2に関して、やっ  

と国際的な条約のもとでキャップが少しずつはめら  

れるようになってきた。したがって、それぞれの汚  

染物質について、第1の環境危機と第2の環境危模  

が対応する。今、まさに循環型社会と脱炭素型社会  

を実現するために、廃棄物対応と温暖化対応でのク  

ズネッツ曲線が少しずつ下がってくることが予想さ  

れる。  

クリーナー型環境技術とは従来の発生した汚染物  

質をどうするかという対症療法ではなく、未然防止  

的な省資源・省エネ技術であり、ウエイストエン  

リッチメント型環境技術は廃棄物を未利用資源や再  

資源と捉えて活用する技術である。リビング型環境  

技術とは自然そのものを利用する技術で、自然素材  

を上手く利用した技術、いわゆる生物模倣型（bio－  

mimicIY）の技術といわれる。   

例えば、菜の花の油の使用や、パームオイルを使う  

など、石油に代わる燃料としてバイオディーゼル燃料  

（BDF）を開発する技術などがある。他には、農業に  

おいては害虫であるカイガラ虫のワックスを、感熱  

紙の光っている部分の原材料に使用したり、自然素  

材のチョコレートをそのまま固めると脂分が遊離し  

てくるので、乳化剤として使ったりする。   

太陽光エネルギーや風力などの新エネもどちらか  

とV】うとリビング型環境技術に入る。そして、これ  

らの技術によって、環境対応を行いながら、コスト  

ダウンを図っていく。  

1渕：）～つ町年代の第1の環境危機では、産業そのも  

のの生産プロセスにおける環境負荷を減らす取組み  

であったのに対し、今日の第2の環境危横では、市民  

の生活そのものの環境負荷を削減する取組みへと変  

換していっている。また政策に関しても規制（ハー  

ドロー）だけではなく、経済的手法や自主的な取り  

組みなどの社会的手法（ソフトロー）が導入され、  

環境ビジネスの中身も転換している。   

このような流れの中で、環境と経済の両立だけで  

なく、環境ビジネスは雇用を増やすことにもなる。  

今日の福祉国家は、失業した人をどうやって救い出  

すかの事後的なものから、失業させない未然防止型  

の政策、「雇用こそ最大の福祉」というwelfare（福  

祉）からwork臨re（雇用福祉）に転換するものもあ  

る。北欧では、環境を守りながら、新しい雇用を確  

保するといった「環境と経済と社会の統合」を取り  

始めている。税基盤に関しても雇用を増やすグッズ   

．ポーター仮説  

・声1のⅡ触t  
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偲欄仲匝旬儒約手誌・社会的羊丘l蟹玉ほ捜”＝より硯魂ヒ王手スの曳ゑ鳥惚   

ポーター仮説の中では、第1の環境危機における  

エンドオブパイプ型環境技術対応であったのが、次  

第に第2の環境危機に対してクリーナニ型環境技術  

やウエイスト・エンリッチメント技術型環境技術型  

やリビング（u扇ng）型環境技術などが出てきている。  
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から環境を破壊するバッズへ課税をする形で環境負  

荷が少ないビジネスを育てるような産業構造の転換  

が進められている。  

3 わが国の環境ビジネスの発展経緯   

わが国の環境ビジネスの発展は環境法と関連して  

※拡大図あり（33頁）   

いることがわかる。1970年代に「大気汚染防止法」  

や「水質汚濁防止法」などが出て、それに対応した  

汚染防止装置などがビジネスとして起こっている。   

刑年には、本日のテーマでもある循環ビジネス  

を支える「循環型社会形成推進基本法」が成立し、  

またm年前後から温暖化に関連するいくつかの法  

律が出てきている。これと、「日本の環境ビジネス  

の経験」とを見比べると、規制があって、それに伴っ  

て環境ビジネスが出てきていることが分かる。   

特に循環ビジネスに関しては各種リサイクル法が  

Ⅸ）年代半ばから出てきている。「容器包装リサイクル  

法」、「家電リサイクル法」、「自動車リサイクル法」、  

「食品廃棄物リサイクル法」、「建設資材リサイクル  

法」が成立きれている。これらの法律は、環境ビジ  

ネスの進展の中で、大きな意味を持っている。例え  

ば、「容器包装リサイクル法」が成立した後、PET  

ボトルのモノマー化技術の開発が進み、プラスチッ  

クについては、高炉還元剤（ケミカル・リサイクル）  

やガス化といった技術開発が出てきている。   

家電に関しては、1973年の石油ショック以降、省  

エネ琴術が進み、またその後の改正省エネ法による  

「トップランナー方式」が家電の省エネをさらに促進  

させている。また、「家電リサイクル法」によって、  

素材のリサイクル技術も進んでいる。   

自動車に関しても排ガス規制や「自動車リサイク  

ル法」によって、低燃費化やリサイクル技術の開発が   

※拡大図あり（32頁）  

※拡大図あり（32頁）  

※拡大図あり（33頁）  
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進み、国際的な競争力をもった奉となっている。  

「食品廃棄物リサイクル法」ではコンポスト化や飼  

料化、またバイオマス戦略としてメタンガス発酵技  

術が開発されてきている。しかし、バイオマスは  

中々上手くいかないので、生ごみからポリ乳酸を利  

用した生分解性プラスチックの開発が行われている。  

を中心としたアジアにおいて展開されることが期待  

される。それに対して、日本で重要になるのは、温  

暖化防止型ビジネスと循環型ビジネスになってくる。  

※拡大図あり（34頁）  

3．（2牧日）わが国の退城ビジネスの市塙親睦の現状と将東予瀾  

第2の環境危機とエコ■イ∠杢＝  
ン（タイプ2）  

辻 ≡畏く…．，16．・仰山叫・・〟・   
いtt■■∴t、－ ■tllこ、・t「1い＝、・ゝt■ t▼■一Ihモい■l＝l．  

▲ll：81■  
省エネ・エネルギー管理咋ンサート大気汚染用丑亀鑑・尊  
皇可能エネルギー・土壌・水貝浄化（出土レメディエーショ  
ン）・省栗源  

環境負荷低減技粁賀品哨避有効利用ビジネスOECD分顎  
循環型社会ビジネス（廃棄物処理からリサイクル）  

循環型社会形成放逸基本法偉器・包茎・家電・自動車・建  
設・食品・（′くソコン）・リサイクル法  

規COコ・省エネ型社会ビジネス（エネル羊一対薫から温暖化  

対毘）  

省エネ法改正JRP＄法  

※拡大図あり（34買）  

この表は、わが国の環境ビジネスの市場規模の現  

状と遡10年、狐年の将来予測をまとめたものであ  

る。市場規模は、従来の環境汚染防止型（A分蘇）、  

未然防止型の技術である環境負荷低減技術及び製品  

（B分類）から資源有効利用（C分類）に拡大している  

ことが分かる。個別にみると、大気汚染防止や排水  

処理といった技術から再生可能エネルギーや環境配  

慮型製品の規模が伸びている。環境汚染防止型（A）  

の環境ビジネスは、日本においてすでに成熟してい  

るので、これからはこれらの汚染防止型技術が中国  

4 「サービス化」と「耐久化」   

循環型ビジネスの中で重安なのは、「サービス化」  

と「耐久化」である。  

「サービス化」とは、モノではなくサービスを売る、  

いわゆるサービスサイジングやPSS（製品サービス   
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リングや、エコプーリング、エコポロウイングなど  

もある。似こもITや労働集約的アSSなどもある。   

サービス化の例として最後に、パフォーマンスや  

機能の販売といった、エコレンタル、エコプーリン  

グ、性能保証やCMS（化学物質管理システム）など  

がある。   

このようなサービス化により、脱産業化（Dein－  

dustrializadon）を目指した循環ビジネスが今後、進  

んでいくことが考えられる。  

8．サービス化  9．耐久化  

¢岬如∈t5ぬ5ゆm（PSS）  
湘のサービスlこよる代醐比   

率点壬禿るのではなく．腑サービス妄言る  

「研一ナるサービス∫酬  
「亨虫を望月するサービスjl剛、り・安心サービスj  

・サービ棚久化  
（メインテナンス佃－セールサービ伽プリウシュノ   アッブタレ「円  

・鞘・利用形B（エ⊃シ＝アリング任コプーリング／瑚  

・酬・抑された芳t朗＝よる代世（m方醐】  

・パフ才一マンス／也輌禿（エコレンタ〟エコプーノン棚良lむC仙S）  

製品の耐久化のための機能区品・環境負高低減群島による代智  
拉爬低下一重‘引ヒ⇒製品の匿き換え（X）⇒部品・釦材の代替によ  

る捜縫の劃久他  
出  ■ ・ミーil血  
再生策印非木材扱lバルブモー付エコセメント／バイオ鼓舞等〉  

代草原村科【生分解性プラスチックノクロムフリー用坂l鉛フリーは  
んだ伏豆インキ〟＼ロゲンフリー難燃プラ／非スズ系船底塗料勒  

長寿毒化（長寿命エコ鋼管牲等）  

嘉根能化描効率無方向性電磁鋼板J嘉法力鎮店強度蒋飼抜等）   

システム）と呼ばれるものである。今までは、エコ  

プロダクツといった製品の環境負荷を低減していく  

ものから、製品を作るプロセスの環境負荷を低減さ  

せていく、そして、売り方や買い方のイノベーショ  

ン、物質のサービスによる代替へと「脱物質化」に  

転換していく。そのために製品を売るのではなく、  

機能やサービスを売る。そういったPSSやサーピサ  

イジングといった形態のさまざまなビジネスが出て  

きている。   

例えば、農薬を売るのではなく、できるだけ少な  

い農薬で害虫を駆除する「害虫駆除サービス」や、  

蛍光灯を売るのではなく、あかりを提供する「あか  

り安心サービス」などがある。   

また、サービスによる製品の耐久化として、メイ  

ンテナンス、アフターセールサービス、リペア、リ  

フォーム、リファーブリッシュ、アップグレードな  

どがある。   

その他、モノ所有・利用形態型として、エコシェア  

もう1つは、製品寿命を延ばすといった「耐久化」  

である。そのために、再生資材や環境負荷の少ない  

代替原材料で引き続き使用できるようにする。また、  

長寿命化（例えば、長寿命エコ鋼管柱等）や高機能  

化といったものが出てきている。  

10．PSSプロバイダーの産業別分布状況  

IGESのBSSプロジェクトでは、現在、わが臥こお  

けるPSSの展開をケーススタディを通じて研究して  

いる。この図の縦軸にどのようなPSSがあるか、横軸  

に製品のライフサイクルでの産業を入れて分類して   
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いる。これをみると、販売やサービス分野でのPSSが  

圧倒的に多く、上流の素材型が少ないことが分かる。   

素材産業型のPSSを考えると、マテリアルリース  

といった、原料や材料そのもののリースが基本的に  

できる。マテリアルのリースは、究極の循環型サー  

ビスを作っていくことになる。しかしながら、わが  

国では、マテリアルに関して品質が悪くなるという  

ことで、カスケードリサイクルを行っている。その  

カスケードリサイクルをしながら、一国だけではな  

く、グローバルな形での循環圏を作りながら、マテ  

リアルが回るようになってきている。したがって、  

素材産業が本来の水平リサイクルの形ではなく、カ  

スケードリサイクルを行っているので、素材産業で  

のPSSのケースが見つからない。   

しかし、全くないかというと、陶磁器の産地で廃  

陶磁器のリサイクルを行って、陶器を作っている事  

例がある。お皿が謝れて、回収したものと陶土を混  

ぜて、再生陶器を作るコミュニティビジネスが始  

まっている。   

素材産業のPSSのケースが見つけられなかった理  

由に、長寿命化のための高機能素材や生物的な起源  

をもつような再生可能な素材など、素材そのものの  

代替が産業として進んでいることが考えられる。   

今後の循環型社会は、「サービス化」をしていくと  

いうビジネスの展開と、マテリアルそのものの高機能  

化や低環境負荷素材の長寿命化といった産業がおそ  

らく出てくると考えられる。環境ビジネスを静態的  

に捉えるのではなく、動態的に捉えていくことで、  

次の循環ビジネスの方向性が見えてくるだろう。   
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腑鶴肌ヽ畠IB  

ロH⊃⊂＝コ⊂⊃ロ＝⊃亡  

ガえーの出陣台強が揮びb   

太字；市旭攻to印堅円  

風上  

出典：環境省（2005）「環境ビジネス市場規模調査事業」報告嘗   
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出典：覇境省（2005）「環境ビジネス市場規模調印票」報告寄  
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